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哲
學
研
究
第
七
十
三
號

　
交
化
慣
値
禮
系
問
題
四

七
四

米
田
庄
太
郎

　
　
　
　
　
　
第
二
飾
　
　
文
化
哲
學
に
於
け
る
償
値
騰
系
問
題
　
（
蒔
き
）

　
上
に
述
べ
し
如
く
、
娩
近
に
始
め
で
最
ピ
も
詳
細
な
儂
値
膿
血
の
樹
立
を
試
み
た
る
ミ
ュ
ソ
ス
タ

ー
ベ
ル
ク
氏
の
説
に
於
て
は
、
便
値
聞
の
位
階
的
秩
序
の
思
想
は
、
別
に
重
要
観
さ
れ
て
居
な
い
が
㌃

然
る
に
同
民
に
次
で
詳
し
き
慣
値
禮
系
の
樹
立
を
企
だ
て
た
る
ソ
ッ
ヶ
ル
ト
氏
の
説
に
於
て
は
、
債

直
面
の
位
階
的
秩
序
の
思
想
は
、
甚
だ
重
要
親
さ
れ
、
嘉
吉
聞
の
位
階
的
秩
序
が
確
立
さ
れ
る
に
非
，

ら
す
ば
、
債
値
騰
系
は
完
成
し
た
ご
は
云
は
れ
な
い
ビ
ま
で
も
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
ソ
。
ケ

ル
ト
氏
は
先
づ
盈
虚
ご
活
動
ε
の
逓
別
、
物
件
ご
人
格
ご
の
甚
別
、
及
び
肚
會
的
ε
非
赴
會
的
こ
の

風
食
等
か
ら
見
て
、
償
値
を
ご
種
の
部
類
に
大
別
し
だ
，
る
後
、
更
に
完
全
絡
結
の
傾
向
の
階
段
を
匠

寂
し
、
至
れ
に
從
ふ
て
愈
愈
問
に
一
定
の
位
階
的
秩
序
を
立
て
、
居
る
の
で
あ
る
○
　
詳
し
く
は
同

氏
の
論
文
く
。
ヨ
Q
。
巻
滞
ヨ
価
巽
≦
．
Φ
訴
Φ
（
目
。
m
。
。
。
ニ
ヨ
ω
）
及
び
同
氏
の
大
著
作
ω
遂
δ
已
創
2
℃
鹿
。
ω
o
℃
ゲ
随
。
・
国
艮
巽

円
亀
”
≧
團
σ
q
①
ヨ
魯
δ
Ω
讐
回
亀
。
σ
q
毒
磯
α
窪
勺
翼
。
ω
o
℃
一
μ
凶
。
・
を
閲
讃
さ
れ
た
い
Q
省
ほ
右
の
論
文
は
余
は
近
頃
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「
経
濟
論
叢
」
に
於
「
て
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
債
値
暴
走
」
ご
題
し
て
詳
し
く
紹
介
し
、
又
右
の
大
著
作
中
に
あ
る

便
値
膿
定
論
は
、
拙
著
「
り
。
グ
ル
ト
の
主
治
京
童
」
第
五
章
第
三
節
に
於
て
詳
し
く
述
べ
て
居
る
か
ら
、

此
慮
で
は
同
氏
の
憤
値
膣
三
論
の
説
述
は
省
い
て
置
く
。

　
さ
れ
ご
此
庭
に
注
意
す
如
き
は
、
り
。
ケ
ル
ト
民
の
旗
章
の
位
階
的
秩
序
は
、
「
個
の
世
界
槻
こ
し

て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
世
界
掘
論
（
座
Φ
箋
・
二
言
9
舞
窪
σ
q
。
。
回
・
窪
。
）
ε
し
て
の
哲
學
の
上
か
ら
考

察
し
、
夫
れ
逼
れ
の
儂
値
を
最
上
債
裏
ご
し
て
立
て
ら
れ
た
る
個
々
の
世
界
槻
を
，
一
定
の
標
準
か

ら
見
て
、
位
階
的
に
整
列
す
る
ご
云
ふ
見
地
か
ら
立
て
ら
れ
π
る
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
事
で
あ
る
9

亡
く
て
同
氏
は
同
氏
の
贋
値
の
位
階
的
秩
序
に
於
て
、
第
一
階
段
に
あ
る
債
値
は
、
第
二
階
段
に
あ

る
償
値
よ
b
劣
れ
る
も
の
で
あ
る
定
も
，
亦
第
三
階
段
に
あ
る
憤
値
は
最
上
細
雨
で
あ
る
定
も
云

ふ
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
Q
而
し
て
総
て
の
絶
命
的
細
工
は
同
等
の
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
間
に

上
下
の
測
は
立
て
ら
る
可
き
も
の
で
な
い
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。
随
ふ
て
何
れ
の
儂
値
を
最
上

債
値
ε
し
て
七
曲
鼠
走
を
立
て
る
の
が
、
最
ご
も
正
當
で
あ
る
か
は
、
敢
て
哲
學
に
於
て
決
定
せ
ん

ビ
す
漉
き
も
の
で
な
く
、
而
し
て
何
れ
の
領
値
を
最
上
贋
値
こ
し
て
立
て
ら
れ
た
る
便
前
立
系
、
つ

ま
り
世
界
観
を
遵
奉
す
る
か
は
、
種
々
な
る
理
由
に
よ
り
て
成
立
す
る
個
人
の
性
格
、
性
情
、
氣
劣
等
・

に
よ
り
て
決
定
さ
れ
る
も
の
ご
見
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
丈
化
偵
櫨
盤
系
問
題
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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舶
哲
學
研
究
　
第
七
十
一
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
山
ハ

　
余
は
世
界
観
論
ε
し
て
の
哲
學
に
於
て
ゾ
ヅ
ヶ
ル
ト
氏
の
云
は
れ
る
が
如
き
主
旨
に
て
、
一
定
の

見
地
か
ら
考
察
し
て
諸
種
の
世
界
槻
、
つ
ま
り
は
諸
種
の
債
値
の
問
に
、
一
定
の
位
階
的
秩
序
を
立
・

て
ん
ご
す
る
は
、
決
し
て
非
難
す
古
き
こ
ピ
で
な
い
ご
考
へ
る
。
然
る
に
ソ
ッ
ヶ
ル
塾
氏
の
説
を
頑

良
し
て
．
歴
史
心
密
を
大
成
せ
ん
ビ
企
だ
て
た
る
メ
ー
リ
ス
氏
は
ゾ
ッ
ヶ
ル
ト
氏
の
云
ふ
が
如
き
主

旨
に
於
て
、
償
値
の
位
階
的
秩
序
を
立
て
ん
こ
す
る
こ
ご
も
好
ま
な
い
ε
見
え
、
其
の
好
著
作
「
歴
輿

哲
學
」
（
9
9
夢
訂
ぎ
σ
⊆
9
儀
。
厭
Ω
・
ω
。
三
。
窪
ω
℃
罠
。
さ
℃
ぼ
。
・
同
℃
揮
い
）
に
於
て
、
即
値
の
秩
序
を
論
述
す
る
に
當

っ
て
、
償
値
を
先
づ
動
的
値
贋
ご
静
的
債
値
ご
に
大
別
し
、
叉
静
的
便
値
の
秩
序
を
量
的
ご
質
的
ご
．

に
別
ち
、
而
し
て
一
般
に
償
値
艘
系
論
に
於
て
論
究
さ
れ
る
債
値
秩
序
の
問
題
を
、
静
的
言
値
の
質
、

的
秩
序
の
問
題
ご
し
て
論
究
し
て
居
る
が
、
同
氏
は
位
階
的
秩
序
の
思
想
を
全
く
斥
け
、
種
々
な
る

方
面
よ
わ
見
て
、
儂
値
を
客
槻
的
便
値
（
例
へ
ば
科
學
、
遊
徳
、
法
律
等
の
債
値
）
ご
縄
甥
的
言
値
（
哲
學
、
藝

術
及
び
宗
血
忌
の
指
値
）
ビ
の
こ
部
類
を
別
つ
に
止
め
て
居
る
。
　
つ
ま
・
9
債
値
を
右
の
こ
つ
の
部
」

類
に
於
て
並
立
的
に
排
列
す
る
に
止
め
、
如
何
な
る
意
味
に
て
も
、
其
の
問
に
位
階
的
秩
序
を
立
て

よ
う
ご
は
企
だ
て
、
居
な
い
。
詳
し
く
は
同
氏
の
右
著
作
の
N
タ
、
卑
⑦
ω
切
髪
y
Q
・
穴
㊤
冨
鮎
獅
吻
ω
・
を
閲
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ほ

さ
れ
た
い
。
但
し
其
の
精
々
詳
し
き
要
旨
は
、
拙
著
「
新
理
想
主
義
の
歴
史
哲
學
」
前
篇
一
壷
三
章
第

三
飾
中
に
述
べ
て
あ
る
か
ら
一
讃
さ
れ
だ
い
。



姐

第
三
節
　
結

論

，
却
下
以
上
、
文
化
哲
學
に
於
け
る
発
駅
膿
系
問
題
の
幌
近
の
襲
達
を
概
諭
せ
る
虚
に
よ
り
て
考

ふ
れ
ば
、
其
の
】
般
の
傾
向
は
さ
ぎ
に
肚
丹
碧
に
於
け
る
阯
會
現
象
分
類
論
の
娩
近
の
登
達
じ
就

て
認
め
た
る
ご
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
登
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
交
化
根
本
的
に
は
、

憤
値
間
に
位
階
的
秩
序
を
立
て
ん
ざ
す
る
思
想
を
斥
け
、
彼
等
の
間
に
只
並
立
的
骨
脂
を
認
め
る

に
止
め
ん
ε
す
る
こ
ご
が
、
肚
會
學
に
於
て
も
亦
交
声
哲
學
に
撃
て
も
、
今
日
認
め
ら
れ
る
一
般
の

傾
向
で
あ
る
ご
思
ふ
。
但
し
祉
會
學
に
於
て
は
馬
煙
現
象
の
並
立
胆
心
係
を
認
め
る
ビ
同
時
に
、

叉
其
の
相
關
的
關
係
を
重
要
親
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
化
哲
學
に
於
て
は
相
關
的
開
脚
ぼ
2
4
に
重

要
視
さ
れ
て
居
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
馨
れ
文
化
哲
學
に
於
て
は
、
亘
れ
侮
れ
の
慣
値
、
例
へ
ば
少

な
く
も
翼
、
善
、
美
、
及
び
聖
等
の
便
値
を
絶
筆
償
値
ε
認
め
る
以
上
は
、
彼
等
の
相
素
的
瀾
係
ビ
云
ふ

こ
ご
は
本
來
重
要
競
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
ご
思
ほ
れ
る
。
併
し
子
等
の
絶
醤
平
塚
の
歴
吏

的
生
活
に
於
け
る
具
膿
県
側
現
ε
し
て
考
へ
ら
れ
る
諸
種
の
文
化
債
値
、
即
ち
哲
學
、
仁
術
、
宗
敏
、
道

徳
、
法
律
、
科
學
　
等
の
歴
史
的
襲
達
に
於
て
は
、
彼
等
の
問
に
密
接
な
る
相
關
的
關
係
の
存
す
る
こ
ご

は
疑
は
れ
な
い
。
而
し
て
其
の
相
關
的
確
係
を
考
究
す
る
こ
＆
は
、
又
文
化
病
癖
の
最
後
の
、
或
は

　
　
　
　
丈
化
偵
門
燈
系
問
題
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



442

　
　
　
　
　
　
　
第
七
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

絡
結
的
な
學
科
ε
し
て
の
歴
吏
哲
學
、
殊
に
其
の
普
遍
史
の
部
門
の
任
務
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
メ

ー
リ
ス
氏
は
其
の
普
遍
史
の
構
想
に
於
て
、
宗
敷
的
覆
達
、
藝
術
的
爽
達
、
哲
學
的
螢
達
及
び
倫
理
的

並
に
國
家
的
螢
達
ビ
云
ふ
が
如
く
に
、
夫
れ
夫
れ
の
文
化
債
値
の
登
達
を
、
別
々
に
論
究
し
て
、
彼
等

の
相
關
的
野
係
に
は
別
に
注
意
し
て
居
な
い
様
で
あ
る
が
、
し
か
も
彼
等
の
間
に
親
密
な
る
相
開

的
關
係
の
存
す
る
こ
ご
は
、
同
氏
の
論
述
に
よ
り
て
見
る
も
、
明
ら
か
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
此
の
事
は
文
化
憤
値
の
産
忠
者
及
び
運
載
者
が
、
結
局
は
入
墨
者
で
あ
る
以
上
は
必
然
的

に
然
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
こ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
今
因
果
原
理
を
基
礎
ご
し
、
實
在
の
因
果
的
關
係
を
究
明
す
る
を
目
的
ご
す
る
科
學
ご
し
て
の

肚
血
止
に
潤
て
は
、
赴
會
現
象
間
に
位
階
的
秩
序
を
立
て
る
乙
は
、
さ
き
に
述
べ
し
如
く
不
可
能
で

あ
る
の
で
、
旧
時
「
派
的
の
野
景
馴
者
の
最
こ
も
重
要
号
せ
る
が
如
き
魁
魯
現
象
の
位
階
的
分
類
の

思
想
は
、
到
底
實
現
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
併
し
目
的
論
的
原
理
を
基
礎
ε
す

る
文
化
哲
學
に
あ
り
て
は
、
其
目
的
論
的
見
地
の
性
質
上
、
文
化
儂
値
の
問
に
何
等
か
の
標
準
ヒ
よ

）
て
位
階
的
鯖
秩
序
を
立
て
ん
ご
す
る
こ
ご
は
、
是
れ
亦
當
然
な
る
思
想
或
は
要
求
で
あ
ら
う
ε
信

ず
る
。
而
し
て
哲
學
を
以
て
世
界
観
論
或
は
世
界
観
學
ε
見
て
、
諸
種
の
世
界
槻
の
意
義
を
組
織

的
に
究
明
す
る
も
の
ε
見
る
に
於
て
は
、
リ
ヅ
ヶ
ル
ト
氏
の
便
将
兵
系
論
の
如
き
も
の
が
、
立
て
得
ら
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れ
る
の
で
あ
る
。
否
な
立
て
ら
る
可
き
も
の
ご
思
ふ
。
但
し
余
は
ジ
ッ
ヶ
ル
ト
氏
の
引
値
即
下
論

を
以
て
唯
一
の
正
當
な
る
償
値
禮
詩
論
ビ
考
へ
る
の
で
は
な
い
。
他
の
標
準
か
ら
し
て
同
等
に

正
野
な
る
他
の
慣
値
鎧
系
論
も
立
て
得
ら
れ
る
ご
信
ず
る
。
し
か
も
リ
ッ
ケ
ル
ト
氏
の
便
益
母
系

論
を
以
て
一
の
正
當
な
る
上
値
盤
三
論
ご
認
め
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
要
れ
に
よ
り
て
諸
種
の

債
値
を
賜
れ
悟
れ
最
上
債
値
ご
認
め
て
立
で
ら
れ
る
箇
々
の
卸
値
騰
系
、
帥
ぢ
世
界
槻
の
意
義
が
、

組
織
的
に
關
明
さ
れ
る
ε
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
れ
ざ
今
若
し
交
化
哲
學
に
於
て
、
余
が
最
こ
も
よ
く
満
足
し
得
る
一
の
債
値
膿
系
、
詳
し
く
云

へ
ば
下
値
の
位
階
三
一
秩
序
を
立
て
ん
こ
す
る
な
ら
ば
、
ざ
う
で
あ
る
か
ε
云
ふ
に
、
余
は
メ
ー
ジ

ス
氏
が
ジ
ッ
ヶ
ル
ト
氏
の
説
に
從
ひ
、
又
ヘ
ー
ゲ
ル
の
説
を
墾
考
し
て
立
て
泥
る
絶
醤
的
償
値
ご
客

親
的
債
値
ε
の
匿
別
を
承
認
し
、
粟
の
絶
醤
的
儂
値
ご
欝
せ
ら
れ
る
も
の
」
即
ち
哲
學
、
藝
術
及
び
宗

国
等
の
三
種
の
文
化
傭
…
値
に
干
て
實
現
さ
れ
る
眞
、
美
及
び
聖
の
三
債
値
を
…
以
て
最
上
位
に
あ
る

も
の
、
つ
ま
り
絡
繹
の
目
的
便
値
で
あ
る
ε
解
し
、
而
し
て
其
の
客
槻
的
野
値
と
繕
せ
ら
れ
る
も
の
、

穿
ち
科
學
、
墨
引
、
法
律
、
経
濟
等
の
文
化
三
値
に
託
て
實
現
さ
れ
る
債
値
を
下
位
に
あ
る
も
の
、
つ
ま

り
は
手
段
債
値
ビ
解
し
た
い
の
で
あ
る
。
此
く
て
余
の
三
値
膿
系
論
或
は
世
界
槻
は
、
外
面
上
ヘ

ー
ゲ
ル
の
世
界
掘
や
シ
ェ
フ
ン
グ
の
世
界
槻
に
類
似
す
る
も
の
ご
な
る
。
併
し
余
は
眞
、
美
及
び
聖

　
　
　
　
丈
化
蟹
賦
彊
系
問
題
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
．
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暫
學
研
究
第
七
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
0

の
三
償
値
を
以
て
共
に
譲
密
な
る
意
味
に
て
云
ふ
絶
醤
假
値
ビ
認
め
、
彼
等
の
間
に
位
階
的
秩
序

を
立
て
す
、
彼
等
は
共
に
絶
封
調
質
値
ビ
し
て
同
等
な
る
も
の
、
相
並
立
す
る
も
の
ビ
見
る
の
で
あ

る
か
ら
、
余
の
債
値
膿
系
論
は
具
債
値
を
堅
甲
値
や
聖
領
値
の
上
に
置
か
ん
ご
す
る
ヘ
ー
グ
ル
の

説
ご
も
、
亦
美
便
即
智
は
聖
便
値
を
以
て
眞
便
値
の
上
に
置
か
ん
ε
す
る
シ
ェ
ジ
ン
グ
の
説
こ
も
異

な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
余
は
其
等
の
三
便
値
の
何
れ
か
の
一
を
、
最
上
償
値
ご
認
め

る
の
で
な
く
、
三
野
値
共
に
最
上
五
二
で
あ
ぢ
ご
認
め
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
債
値
は
實
在
す
る

も
の
で
な
く
、
要
急
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
最
上
位
に
あ
る
も
の
を
三
つ
認
め
る
も
、
決
し
て
背
理

的
で
な
い
ご
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
爾
ほ
余
は
客
二
丁
二
値
の
完
全
な
る
實
現
に
よ
り
て
、
シ
ュ
タ
ム
ラ
聾
氏
の
立
て
た
る
魁
會
哲
學

の
理
想
、
邸
ち
「
自
由
に
意
欲
す
る
人
間
の
共
同
生
活
」
が
完
成
さ
れ
る
も
の
ε
考
へ
る
の
で
あ
る
。

シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
氏
の
説
の
詳
細
は
ω
貯
ヨ
邑
①
び
≦
三
島
。
冨
浄
二
一
浄
財
。
o
洋
U
馨
8
》
乱
・
H
℃
こ
を
閲
讃
さ
れ
だ

い
。
又
其
の
鵬
々
詳
し
き
大
要
は
拙
著
「
醜
男
肚
會
思
想
の
研
究
」
上
窓
第
一
篇
を
閲
讃
さ
れ
た
い
。

　
要
す
る
に
余
は
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
氏
の
「
自
由
に
意
欲
す
る
人
間
の
共
同
生
活
は
魁
會
生
活
の
理
想
、

帥
ち
肚
會
理
想
で
あ
る
が
、
併
し
又
人
類
理
想
を
完
全
に
表
示
す
る
も
の
で
な
く
、
自
由
に
意
欲
す
．

る
人
間
の
共
同
生
活
に
発
て
、
三
つ
の
嚴
密
な
る
馬
験
的
野
値
、
郎
ち
興
、
美
及
び
聖
を
完
全
に
實
現

す
る
ご
云
ふ
こ
ご
に
於
て
、
完
全
な
る
人
類
理
想
が
完
成
さ
れ
る
も
の
ご
考
へ
る
の
．
で
あ
る
。
而
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し
て
此
の
黙
か
ら
考
へ
る
ご
、
貌
近
の
肚
會
思
想
の
嚢
達
の
蹄
趣
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
か
ξ

思
ふ
。
激
ち
マ
ー
ル
ク
ス
説
に
満
足
せ
す
し
て
一
歩
進
ん
だ
思
想
家
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
涙
の
斌

會
哲
學
殊
に
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
民
の
説
に
從
ふ
て
新
理
想
主
義
に
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
シ
ュ
タ
ム

ラ
ー
氏
の
立
場
で
は
鋼
底
安
住
し
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
自
適
に
意
欲
す
る
人
間
の
共
同
生

活
は
古
方
生
活
の
理
想
、
つ
ま
り
手
段
的
理
想
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
自
由
に
意
欲
す
る
人
間
の

共
同
生
活
に
曾
て
、
泊
肉
に
意
欲
す
る
人
間
が
、
何
を
意
欲
す
可
き
か
、
或
は
何
を
意
欲
せ
ね
ば
な
ら

漁
か
ご
云
ふ
問
題
は
自
か
ら
鵡
ら
が
る
を
得
な
い
。
而
し
て
其
の
意
欲
す
痛
き
、
或
は
意
欲
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
も
の
ご
云
へ
ば
、
夫
れ
は
師
ち
翼
、
美
及
び
聖
の
南
緯
的
債
値
の
自
由
な
る
實
現
、
郎
ち
哲

學
、
手
術
及
び
宗
敷
の
肖
由
な
る
登
展
の
外
に
な
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
余
は
マ
ー
ル
ク

ス
よ
リ
シ
ュ
タ
ム
ラ
；
に
進
ん
だ
號
近
の
証
會
思
想
は
、
更
に
フ
ッ
ヶ
ル
ト
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
、
到
底

安
住
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
ε
考
へ
る
の
◎
で
あ
る
。
　
マ
ー
ル
ク
ス
涙
　
　
　
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
派
一

西
南
猫
逸
派
。
是
れ
が
部
ち
貌
近
の
証
會
思
想
の
登
面
し
行
く
途
で
あ
る
ご
思
ふ
。

　
余
は
右
に
述
べ
し
主
旨
に
於
て
、
余
の
贋
並
屋
系
論
を
立
て
ん
ご
企
て
、
居
る
の
で
あ
る
が
、
詳

し
く
は
他
H
の
機
會
に
譲
り
、
本
論
文
に
．
於
て
は
、
余
が
斌
會
學
及
び
文
化
哲
學
に
於
け
る
懐
八
二
．

系
問
題
の
獲
麟
の
一
般
的
傾
向
ご
、
認
め
る
も
の
を
概
論
し
、
且
つ
此
の
問
題
に
關
す
る
愚
見
の
ま

旨
を
簡
軍
に
述
ぶ
る
に
止
め
て
置
く
○
（
完
結
、
大
正
十
一
年
三
月
九
日
〉

　
　
　
　
交
化
偵
櫨
燈
系
問
題
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一

の


